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第６報では、令和２年に試作した津軽塗車載パーツの実装試験について報告する。この試験では、

実装試験として車内フロント部分に研ぎ出し変り塗を一年間設置し、塗膜変化を光沢度・色の経時

測定データにより評価した。実装車種はスズキ株式会社製・ジムニーで、フロントガラスのＵＶカ

ット率は約 98％である。純正パーツであるルームミラーカバーに唐塗の赤色仕上げ(赤)、黄色仕上

げ(黄)を施し、令和３年 12 月から令和４年 12 月まで設置し、３カ月ごとに脱着して測定した。 

曝露試験 12 カ月間の色変化（初期値との⊿E 値）を図１に示した。赤・黄どちらも試験開始から

３カ月（令和４年３月）までやや大きく変化し、その後黄は３～12 カ月までほとんど変化しなかっ

た。赤は３～９カ月(同年９月)まで変化がみられず、その後 12 カ月（同年 12 月）で再び緩やかに

変化した。12 カ月間の色変化を色座標値（図２）でみると、赤・黄ともに明度が若干あがり、赤は

座標軸のプラス方向（赤っぽい、黄色っぽい）に変化し、黄はマイナス方向（緑っぽい、青っぽい）

に変化していることがわかった。光沢度は、赤・黄どちらも試験開始から６カ月(令和４年６月)ま

では変化は小さく、その後緩やかな低下が見られた。 

 実装試験において、色変化は認められたものの、著しい光沢度変化や劣化現象に伴う「白化」は

認められなかった。このことから、研ぎ出し変り塗は車内において常時使用できる可能性が高いと

考えている。この結果を踏まえて、次年度は試作品の製品化を目指したプロモーションを行ってい

く予定である。 
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図１ 色座標値の 12 カ月間の差（⊿Ｅ） 

図２ 曝露前と 12 か月後の色座標値(コニカミノルタ社 SpectraMagic NX による) 


